
畜
産
農
家
の
皆
さ
ま
へ

　
毎
月
20
日
は
、
県
内
一
斉
消
毒
の
日
で
す
。

消
毒
の
徹
底
で
家
畜
の
命
を
伝
染
病
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

 �

農
業
振
興
課
畜
産
係
☎
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1
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令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

お
礼
に
つ
い
て

　
総
務
省
、
宮
崎
県
、
串
間
市
で
は
、
10
月

1
日
を
期
日
と
し
て「
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
既
に
ご
回
答
い

た
だ
い
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
お
忙

し
い
中
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
各
種
統
計
調
査
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ま
だ
回
答
が
お
済
み
で
な
い
方
へ

　

お
忙
し
い
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
調
査
員

か
ら
受
け
取
っ
た
調
査
書
類
を
ご
確
認
い
た

だ
き
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
の
締
切
は
10
月
９
日（
月
）ま
で
）。

★
な
ぜ
調
査
を
す
る
の
?

　
今
回
調
査
で
は
、
空
き
家
対
策
の
重
要
性

が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
、
空
き
家
の
所
有
状
況
な
ど
を
把
握

す
る
と
と
も
に
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い

る
わ
が
国
に
お
け
る
高
齢
者
の
住
ま
い
方
を

よ
り
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
主
な
狙
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

 �

総
合
政
策
課
企
画
統
計
係

☎
55

－

1
1
5
2

問問

串
間
市
低
所
得
世
帯
支
援
金
に�

つ
い
て
の
お
知
ら
せ�

～
支
援
金
の
受
給
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
～

　
対
象
と
な
る
世
帯
は
次
の
方
で
す
。

①�

令
和
５
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

（
住
民
税
均
等
割
非
課
税
世
帯
）

②�

令
和
５
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
に
、
予
期

せ
ず
家
計
が
急
変
し
た
こ
と
で
収
入
が
減

少
し
、
世
帯
全
員
が
非
課
税
世
帯
相
当
と

な
っ
た
世
帯（
家
計
急
変
世
帯
）

※�

定
年
退
職
に
よ
る
収
入
の
減
少
月
、
年
金
が
支

給
さ
れ
な
い
月
、
事
業
活
動
に
季
節
性
が
あ
る

も
の（
繁
忙
期
や
収
穫
・
出
荷
時
期
な
ど
）の
通

常
収
入
が
得
ら
れ
な
い
月
な
ど
、
当
該
月
に
収

入
が
な
い
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
明
ら
か
で
あ
る

も
の
は
該
当
せ
ず
、
当
該
月
を
任
意
の
１
カ
月

と
し
て
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
①
の
世
帯
に
は
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
10
月
末
日
ま

で
に
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
課

税
状
況
が
変
わ
っ
た
世
帯
や
転
入
者
が
い
る

世
帯
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
ご

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
②
の
世
帯
は
手
続
き
に
収
入
が
分
か
る
も

の
な
ど
の
添
付
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

担
当
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●�

申
請
期
限
＝
①
②
と
も
に
10
月
31
日（
火
）

ま
で

　

 �

串
間
市
低
所
得
世
帯
支
援
金 

担
当
窓
口

（
串
間
市
役
所（
１
階
）Ａ
会
議
室
）
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問

労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期

間
に
つ
い
て

　
11
月
は「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強

化
期
間
」で
す
。

　
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）は
、

政
府
が
管
掌
す
る
強
制
保
険
で
あ
り
、
労
働

者（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
含
む
）を
１
人
で

も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
・

規
模
を
問
わ
ず
労
働
保
険
の
適
用
事
業
と
な

り
、
事
業
主
は
成
立
手
続
き
を
行
い
、
労
働

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は「
未
手
続

事
業
一
掃
対
策
」
を
、
年
間
を
通
じ
た
主
要

課
題
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、11
月
を「
労

働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期
間
」と
し
、

各
事
業
主
団
体
、
個
別
事
業
主
へ
の
訪
問
指

導
な
ど
を
強
化
し
、
事
業
主
へ
制
度
の
概
要

を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
的
な
手
続

き
を
促
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
自
主

的
に
保
険
関
係
の
成
立
手
続
き
を
取
ら
な
い

事
業
主
に
対
し
て
は
、
職
権
に
よ
る
成
立
手

続
き
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
本
活
動
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
皆
さ
ま
方
の

ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
労
働
保
険

制
度
の
円
滑
な
運
営
に
つ
い
て
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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（
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５
１
５
６
）

問

行
政
相
談
週
間
に
つ
い
て

　
10
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）は
、
行
政
相

談
週
間
で
す
。

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
①
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
、
②
相
談
し
て
み
た
が
説
明
に
納
得
が

い
か
な
い
、
③
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な

い
、
④
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら

な
い
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
行
政
相
談
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
月
は
通
常
の
相
談
日
と
は
別
に

支
所
で
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
予
約
不
要
）。

　

 �

市
民
生
活
課
生
活
環
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１
３
５
６

会　場 期　日 時　　間
市役所

（1階Ｂ会議室） 10月16日㈪ 午前９時～正午

本城支所 10月17日㈫ 午前10時～午前11時45分

都井支所 10月17日㈫ 午後１時15分～午後３時

市木支所 10月18日㈬ 午前10時～午前11時45分

大束支所 10月18日㈬ 午後１時15分～午後３時

問

情 報 B O X I n f o r m a t i o n

③�
令
和
５
年
度（
令
和
４
年
分
）
の
所
得
を

証
明
す
る
書
類（
父
母
な
ど
）

④
世
帯
全
員
の
住
民
票（
本
籍
・
続
柄
入
り
） 

⑤
合
格
通
知
書
の
写
し（
新
入
学
者
の
み
）

※�

申
込
時
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
合
格
後
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
進
学
後
に
は
改
め
て「
在

学
証
明
書
」の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●�

受
付
期
間
＝
10
月
16
日（
月
）
～
11
月
24

日（
金
） 

※
郵
送
で
の
提
出
は
不
可 

●�

採
用
決
定
の
時
期
＝
令
和
６
年
１
月
上
旬

（
予
定
）

　

 �　

 �

学
校
政
策
課
☎
55

－

1
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kushim
en’s kitchen

（
男
性

料
理
教
室
）
参
加
者
募
集
！

　
本
市
で
は
男
性
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
野
菜
た
っ
ぷ
り
大
人

の
ラ
ン
チ
♪
」で
す
。

　
食
材
や
調
理
法
を
変
え
る
と
ヘ
ル
シ
ー
で

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
♪

　
初
心
者
大
歓
迎
！
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
10
月
21
日（
土
）

●�

場
所
＝
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

調
理
室

●�

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時
終
了
予
定

●�

料
金
＝
無
料（
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾（
バ
ン
ダ

ナ
な
ど
）と
マ
ス
ク
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
エ
プ
ロ
ン
貸
し
出
し
も
あ
り
ま
す
。

●�

締
切
＝
10
月
19
日（
木
）ま
で（
た
だ
し
、

定
員
７
名
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い

提
問

令
和
６
年�

『
串
間
市
は
た
ち
式
』
の
ご
案
内

　

令
和
６
年「
は
た
ち
式（
旧
成
人
式
）」
を

開
催
し
ま
す
。
式
典
へ
の
参
加
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
左
記
の
通
り
で
す
。

●�

串
間
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

　
10
月
下
旬
頃
、
案
内
文
書
を
送
付
し
、
記

念
冊
子
に
お
名
前
を
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●�

串
間
市
外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

　
進
学
や
就
職
に
よ
り
市
外
に
転
出
し
た
方

も
串
間
市
の
式
典
に
出
席
で
き
ま
す
。
案
内

文
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

●�

対
象
者
＝
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

16
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●�

日
に
ち
＝
令
和
６
年
１
月
７
日（
日
）

●�

受
付
＝
午
前
10
時
半

●�

会
場
＝
市
文
化
会
館

●�

申
込
方
法
＝
お
電
話

か
、
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●�

記
念
冊
子
の
名
簿
掲
載
締
切
＝
12
月
８
日

（
金
）

●�

そ
の
他

・�

記
念
冊
子
へ
の
名
簿
記
載
を
希
望
さ
れ
な

い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

式
典
が
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
っ
た
場
合
、

交
通
機
関
、
着
物
、
着
付
け
な
ど
の
キ
ャ

イ
ベ
ン
ト

ン
セ
ル
料
な
ど
の
補
償
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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10
月
29
日（
日
）�

都
井
岬
灯
台
を
無
料
開
放
！

　

11
月
1
日
は「
灯
台
記
念
日
」
！
船
舶
の

安
全
運
航
に
必
要
な
灯
台
の
重
要
性
を
紹
介

す
る
た
め
に
、
全
国
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
九
州
で
唯
一
内
部
を
見
学
で
き
る

都
井
岬
灯
台
で
は
、
海
上
保
安
庁
に
よ
る
業

務
紹
介
や
制
服
の
試
着
体
験
、
グ
ッ
ズ
販
売

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
10
月
29
日（
日
）

【
午
前
10
時
～
午

後
３
時（
雨
天
中

止
）】に
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ

い
！

※�

こ
の
日
は
灯
台
参
観
料
金（
通
常
3
0
0

円
）無
料
で
す
。

　

 �

公
益
社
団
法
人
燈
光
会　
都
井
岬
支
所

☎
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令
和
６
年
度
公
益
財
団
法
人�

南
那
珂
育
英
会
奨
学
生
募
集（
予
約
採
用
）

●�

募
集
人
員
＝
15
名
程
度（
日
南
市
11
名
・

串
間
市
４
名
）

●�

貸
付
金
額（
無
利
子
）

①�

月
額
奨
学
金
…
３
万
円（
初
回
貸
与
は
進
学
後
）

②
入
学
一
時
金
…
36
万
円（
入
学
時
に
限
る
）

●�

貸
与
時
期
・
期
間

①�

月
額
奨
学
金
：
令
和
６
年
４
月
か
ら
正
規

の
修
業
期
間

②�

入
学
一
時
金
：
進
学
先
の
合
格
通
知
を
確

認
後
、
入
学
前
に
貸
与

●�

出
願
資
格

①�

大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、
専
修
学
校

（
修
業
年
限
２
年
以
上
の
専
門
課
程
）に
在

学
ま
た
は
入
学
を
予
定
す
る
者
。

②�

保
護
者
が
日
南
市
ま
た
は
串
間
市
に
２
年

以
上
在
住
し
て
い
る
こ
と
。

③�

学
業
・
人
物
と
も
に
優
れ
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

④�

学
校
長
が
奨
学
生
と
し
て
推
薦
し
た
者
で

あ
る
こ
と
。

⑤�

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

※�

他
の
奨
学
金
制
度
と
併
用
で
き
ま
す
が
、
他
の
奨

学
金
制
度
に
よ
っ
て
は
併
用
を
認
め
て
い
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
日
南
市
お
よ
び
串
間
市
の
奨
学
金
と
は

併
願
は
で
き
ま
す
が
、
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

●�

提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
推
薦
調
書（
開
封
無
効
） 

問問

募　

集
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